
　活動支援（仮称） ２ 月 １９ 日 （金） 午前9時30分 ～ 朝日会館第２集会室

　国際交流部会 ２ 月 ２７ 日 （土） 午後　２時 ～ 市民交流センター講習室

　防犯防災部会 ２ 月 ２７ 日 （土） 午前　１０時 ～ 市民交流センター松の間

部 会 名 部員数

３ 月 １０ 日 （木） 午後　７時 ～

　地域活動部会 定例会 ３ 月 １５ 日 （火） 午後　７時 ～ 朝日会館コミュニティルーム ５４

　防犯防災部会 定例会 ２ 月 ２３ 日 （火） 午後　７時 ～ 市民交流センター活動室 ２０

　街並み部会 定例会 ３ 月 １６ 日 （水） 午後　７時 ～ 市民交流センター活動室 １４

　国際交流部会 定例会 ３ 月 １１ 日 （金） 午後　３時 ～ 市民交流センター講習室 ２５

　芸能部会 定例会 ３ 月 １３ 日 （日） 午後　１時 ～ 朝日会館第１会議室 １７

　自然健康部会 定例会 ３ 月 １７ 日 （木） 午後　５時 ～ 別途　部会員に連絡 ２６

　広報部会 定例会 ２ 月 ２８ 日 （日） 午後７時30分 ～ 市民交流センター活動室 １０

　自然と親しむ部会 定例会 ２ 月 ２４ 日 （水） 午後　７時 ～ 市民交流センター活動室 ２１

　活動支援（仮称） 定例会 ２ 月 １９ 日 （金） 午前11時30分 ～ 朝日会館第２集会室 ７

防犯講習会

　 朝日会館第２集会室

※発行月第3週～翌月の活動予定です。記載のない部会は、事務局にお問合せください。

運営委員会　

日　程 開 始 時 間 場　所

国際交流の集い

２・３月の活動予定

催 事 案 内 日　程 開 始 時 間 場　所

　　サロン　あさひ楽笑

 

 平成 27 年度、第 33 回子どもの主張意見文コンクールにおいて、中神小学校の 6 年生から 2 作文が受賞されました。 

お祝いの記念として、今回意見文を掲載させて頂きます。  

地域の皆さん、この子供の主張意見文をご覧になって下さい。（市民会議会員一同） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入選 第１作目 

     ゆずる勇気と心           中神小学校 六年 中上 寛之 
ゆずり合いの出来る人。ぼくは、そんな人になりたいと思います。なぜなら、ゆずり合いの出来る人は、

勇気をもっている人、ゆずろうと思う心をもっている人だと思うからです。 

 電車の中は、いつでも静かで、他人にめいわくをかけてはいけない場所です。そして、立っているのが

大変な人に席をゆずり、人を思う気持ちをもたなければいけません。電車には、赤ちゃんを抱いている人

や、つえをついて歩いているおじいさんやおばあさんも乗ります。そのような、立っているのが大変な人

のために、優先席はあります。 

 しかし、塾に行くときに、三人の高校生が、優先席に座って、赤ちゃんを抱いている人が乗って来ても、

席をゆずろうとしないことがありました。それどころか、大きな声で話していて、他人にめいわくをかけ

ていました。そんな、高校生の自分勝手な行動に、電車に乗っている人、そして、赤ちゃんを抱いている

人は、めいわくそうで、いやな顔をしていました。 

 そんなとき、一人のおじいさんが、赤ちゃんを抱いている人に席をゆずっていました。そのおじいさん

は、つえをついていて、立っているのも大変なはずなのに、赤ちゃんを抱いている人に席をゆずったので

す。おじいさんは、人を思う気持ちを強くもっているのだと思います。席をゆずってもらった、赤ちゃん

を抱いている人は「ありがとうございます。」とうれしそうに言っていました。おじいさんもありがとう

と言われてとてもうれしそうでした。 

 おじいさんは、ゆずる勇気、ゆずろうと思う気持ちをもっている、すごい人だとぼくは思いました。ぼ

くは、そのような、ゆずる勇気と、ゆずろうと思う気持ちをもっている人になりたいと思いました。 

 でも、実際に席をゆずるとなると、ゆずる勇気が出ませんでした。やはり、塾に行くとき、立っている

のが大変な人が乗って来て、座る席がなく、席に座っている人がゆずっていないということがありました。

そんなときに、ぼくも、ゆずる勇気が出ず、席をゆずれませんでした。ぼくは、どうして席をゆずらなか

ったのだろうという思いが、一日中頭に残っていて、いやな気持ちでした。 

 ぼくは、この体験をしてから、ゆずろうと思う気持ちがあっても、ゆずる勇気がなければ意味がないと

いうことを学びました。そして、ゆずろうと思う気持ちを今までより強くもつことが出来て、ゆずる勇気

を出すということが出来るようになりました。今では、立っているのが大変な人が電車に乗って来て、座

る場所がなかったら、すぐに声をかけて、席をゆずっています。 

 ぼくは、ゆずることで、自分も相手も良い気持ちになるということを学びました。席をゆずったときに

言ってくれる「ありがとう。」という言葉がとてもうれしいです。 

 今後、立っているのが大変な人が乗って来ても、席をゆずろうとしない自分勝手な人が少しでも減って

いってほしいと思います。そして相手を思う気持ちをもっている人が増えていってほしいです。 

 ぼくは、これからも、電車の席をゆずることだけでなく、相手がうれしい気持ちになることを、小さい

ことでも考えて、行動していきたいです。 

 


